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‐
佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
学

ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

伝

統

の

校

舎

で

の

最

後

の

卒

業

式

三
月
二
十
四
日
、
百
十
数
年
を

数
え
る
伝
統
の
佐
井
小
学
校
校
舎

で
、
最
後
の
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
、

四
十
一
人
の
児
童
が
立
派
に
巣
立

ち
ま
し
た
。
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昭

和

６２

年

度

予

算

決

ま

る

昭
和
六
十
二
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
佐
井
村
振
興
計
画
の
基

本
構
想
、
佐
井
村
過
疎
地
域
振
興
計
画
及
び
佐
井
村
村
民
憲
章
の
理
念
に

基
づ
き
、
明
る
く
住
み
よ
い
活
力
に
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
住

民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
具
体
的
施
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

住
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
道
路

整
備
は
、
漁
港
整
備
と
と
も
に
最

も
重
要
な
事
項
で
す
。
国
道
三
三

八
号
線
及
び
県
道
川
内
、
佐
井
線

は
、
国
、
県
の
配
慮
か
ら
年
々
整

備
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
ま
だ
ま

だ
末
改
良
、
末
舗
装
部
分
が
多
い

こ
と
か
ら
引
き
続
き
早
期
整
備
の

促
進
を
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
村
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
古
佐
井
奥
薬
研
線
凍
雪
害

防
止
工
事
の
継
続
と
福
浦
川
目
線

整
備
計
画
の
た
め
の
調
査
及
び
川

目
地
区
林
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
に
通

ず
る
道
路
の
舗
装
、
川
原
町
、
谷

地
町
間
の
側
溝
改
良
の
他
、道
路
、

側
溝
の
維
持
補
修
も
合
わ
せ
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
防

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
本
年

度
は
防
火
水
槽
二
基
を
整
備
す
る

と
と
恚
に
、
最
近
の
建
造
物
の
高

層
化
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
分

署
内
に
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
組
織
し
、

消
防
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。ま
た
、
治
山
、
急
傾
斜
地
対
策

に
つ
い
て
は
、
古
佐
井
金
堀
沢
の

排
水
工
、
県
営
事
業
で
あ
る
磯
谷
、

矢
越
地
区
急
傾
斜
地
対
策
事
業
の

継
続
実
施
す
る
他
、
磯
谷
地
区
及

び
福
浦
小
中
学
焙
袰
山
朧
工
事
の

早
期
完
成
を
県
当
局
に
働
き
か
け
、

住
民
の
安
全
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ

い
村
づ
く
り
は
地
域
住
民
の
願
い

で
も
あ
り
、
佐
井
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
を
中
心
に
交
通
安
全
母

の
会
等
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

を
図
り
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

保
健
医
療
と
福
祉
の
充
実

医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
高

齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
老
齢
疾

患
者
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
は
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
の
配

慮
を
い
た
だ
き
隣
接
町
大
間
病
院

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
医
療

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

保
健
衛
生
事
業
に
対
す
る
取
組

は
、
六
十
年
度
導

い
た
＝
ン
ピ

・・お も な 事 業・・・

生活環境の整備と地域の安全対策

村道整備

古佐井奥薬研線凍雪害防止

圉舸旧線調査、谷地町朧側溝

糠森地区側搆

消防施設の整備 防火水槽新設（大佐井、牛滝各１基）

小規模治山事業 金堀沢排水工

漁民センター新築 磯谷地区

急傾斜地対策事業 大沢、磯谷地区

保健医療と福祉の充実
各種検診 胃・子宮ガン・直腸ガン検診他

社会福祉対策 各種団体等補助

老人福祉対策

臨時家庭奉仕員

老人クラブ補助

りｋ暮し老人家庭訪問事業

産業振興対策

漁港整備
長後・福沛・原田漁港改修、海岸保全

牛滝・磯谷・矢越漁港修築、局部改良

並型魚礁設置事業 則妾長浜沖

水産業振興対策
アフビ中間育成施設運営費補助

ワカメ養殖施設整備事業費補助

下北西部畜産某地建設事業 原田、野平地区

袢産集落振興条件整備事業 川目地区

教育・文化の振興対策
倅井小学校増改築事業

教員住宅新築事業 身か卜学校２悚

社会教育事業 ふるさと学習事業

体育団体育成 体育協会

２０億４，４９３万８千円
前年度比：５．５％増
＼ （単位：千円）

●村民１人あたりの予算額● ５０８，３１２円

議 会 費 総 務 費 民 生 費
衛 生 費・ ｎ
丶

労 働 費 農 林 水

雇十 齢 進夢

１１，６２６円 ６３，９７５円 ２７，１５０円 ３２，４７２円 １，１８８円 １１３，９６６円

商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸支出金

５，５５４円 ２４，８１１円 ２３，７１８円 １１９，６８９円 ６９，８３２円 １４，３３１円



ユ
ー

タ

ー

の
活

用

を

図
り

、

一

般

健
康

診

査

、
胃

腸

痼

検
診

、

子
宮

ガ
ン

検

診
等

検

診

率

の
向

上

に

努

め
、

早

期

発
見

、

早
期

治

療

の

指

導

に

あ

た

る
な

ど

成

人
病

予

防

対

策

を

重
点

に

推

進
し

て
い
き
ま
す

。

福
祉

対
策

に

つ

い

て
は

、

高
齢

化

社
会

へ

の
対

応

が
急

務

で
す

。

核
家

族

化

の

進

行
等

に

よ

り
老

人

を

取

り
ま

く

環

境
は

一

層
悪

化

の

状
況

に

あ

る

た

め
、

在

宅
老

人
福

祉

対
策

と

し

て
老

人

家

庭
奉

仕

員

二
名

（
臨

時

奉
仕

員

含

む
）

を

配

置

し
、

引

き

続
き

そ

の

対
応

を

進

め

て

い
く

他

、
本

年

度

は
更

ら

に

ボ
ラ

ビ

ア
イ
ア

の
方

々

の
協

力

を

い
た

だ

き

、

特
に

寝

た

き
り

老

人

及

び

Ｉ
人
暮

し

老

人

に

対
す

る
激

励
訪

問

事
業

を

実

施

す

る
考

え

で

す
。ま

た

、
次

代

を

担

う
青

少

年

対

策
は

行

政

の
主

要

施

策
で

す

。

全

国
的

に
非

行

が
社
会

問
題

化

し

て

い
る

最

近
、

青

少
年

育
成

村

民
会

議
等

育

成
団

体

及

び

関
係

機

関

と

の

連

携
を

強

め

、
青

少

年

を

取

り

ま
く

環
境

の

浄

化
に

努
め

ま

す

。

労

働
対

策

に

つ

い

て
は

、

安
定

的
な
雇

用

が

図

ら
れ

る
よ

う

受
け

入

れ

側
に

対

す

立

雇
用

拡

大

と
出

梅
援
護

対

策

を

推
進

し

て

い

き
ま

す
。

産

業

振

興

対

策

漁
業

の
生

産

基
盤

で

あ

る

漁
港

螫
備

は
、

漁

港

整
備

計

画

に

基

づ

き
着
々
と
整
備
が
宍
ん
で
お
り
、

今
後
も
同
様
に
推
し
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業

の
低
迷
を
打
開
す
る
た
め
県
の
施

策
と
呼
応
し
な
が
ら
、
当
村
漁
業

の
特
色
を
活
か
し
、
資
源
培
養
管

理
型
漁
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
産
資
源
の
現
状
に

見
合
っ
た
適
正
操
業
率
環
境
整
備

を
進
め
、
営
業
計
画
の
基
に
活
力

あ
る
漁
村
づ
く
り
目
指
し
栽
培
漁

業
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を

密
に
し
、
漁
業
経
営
の
改
善
指
導

に
努
め
ま
す
。

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

少
な
い
耕
地
面
積
を
高
度
利
用
し
、

生
産
を
高
め
る
た
め
、
遊
休
農
地

の
活
用
や
農
地
流
動
化
奨
励
に
よ

り
農
用
地
の
貸
し
借
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
一
方
、
人
づ
く
り
、

組
織
づ
く
り
を
推
し
進
め
、
農
業

経
営
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
振
興
対
策
と
し
て

昭
和
六
十
年
度
か
ら
継
続
事
業
で

実
施
し
て
き
た
公
社
営
下
北
百
部

畜
産
基
地
建
設
事
業
に
よ
る
生
産

基
盤
整
備
を
促
進
し
、
夏
山
冬
里

方
式
に
よ
る
肉
用
牛
の
飼
育
を
図

り
、
畜
産
農
家
の
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

木
材
需
要
の
低
迷
と
林
業
経
営
費

の
増
嵩
等
か
ら
林
業
を
と
り
ま
く

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

こ
の
対
策
と
し
て
間
伐
事
業
を
実

施
し
、
健
全
な
森
林
の
造
成
と
山

づ
く
り
に
よ
亙
雇
用
の
安
定
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
林
産
物

等
有
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
、
昨
年
度
完
成
し
た
林
産
物
加

エ
セ
ン
タ
ー
施
設
を
充
実
さ
せ
、

ナ
フ
新
摧
に
よ
る
特
用
樹
林
の
造

成
、
収
益
性
の
高
い
シ
イ
ク
ヶ
、

ナ
メ
＝
の
栽
培
及
び
組
織
の
整
備

加
工
技
術
の
取
得
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

次
い
で
、
商
工
観
光
対
策
に
つ

い
て
は
、
活
力
あ
る
商
工
業
の
発

展
に
期
す
る
た
め
、
中
小
企
業
の

金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
各

種
佯
証
制
度
を
通
じ
貸
付
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
村
の
活
性
化

を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ラ
ブ

リ
ー
さ
い
販
売
事
業
」
の
会
員
の

拡
大
確
保
を
図
る
た
め
、
都
市
部

と
の
人
的
交
流
を
深
め
て
い
き
ま

す
。ま
た
、
観
光
客
誘
致
事
業
と
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
参
加
を

積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
客
の
誘

致
と
物
産
品
の
宣
伝
販
売
。

教
育

・
文
化
の

振
興
対
策

／

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
知
、

徳
、
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性

豊
か
な
児
童
、
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
、
学
校
経
営
に
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
、
う
る
お
い
と
活
気
に
満

ち
た
学
校
教
育
の
推
進
に
努
め
る

こ
と
を
方
針
に
「
佐
井
村
学
校
教

育
推
進
委
員
会
」
を
基
調
に
教
職

員
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
協
力

に
よ
り
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
佐
井
小
学
校
々
舎
増
改
築
事

業
の
第
二
年
度
分
及
び
こ
の
事
業

に
関
連
し
て
旧
校
舎
の
解
体
事
業

を
行
な
い
、
牛
滝
小
学
校
に
つ
い

て
は
外
壁
の
腐
食
が
著
し
い
こ
と

か
ら
こ
の
補
修
工
事
と
長
後
小
学

校
教
員
宿
舎
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
明
る

く
文
化
的
で
活
力
と
う
る
お
い
に

あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
社
会

教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
図
り
、

自
己
啓
発
向
上
と
社
会
連
帯
意
識

の
高
揚
を
目
指
し
た
学
習
活
動
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
保
健
体
育
活
動
に
つ
い

て
は
、
躍
動
す
る
村
民
の
一
体
感

と
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
広

く
生
涯
に
亘
る
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
実
践
を
図
り
、
心
身
と
も

に
健
康
で
活
力
に
満
ち
だ
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ことしの予算
（ ）は前年 度比

＼ △は減



統 一 地 方 選 挙

地方選挙は地域づくり

のための大切な政治参加です

地

方

選

挙

は

、

地

域

住

民

の

暮

ら

し

と

密

接

な

関

係

が

あ

り

、

よ

り

よ

い

地

域

づ

く

り

、

地

域

の

活

性

化

の

た

め

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

の

創

意

と

特

色

を

生

か

し

た

き

め

細

か

い

政

治

が

望

ま

れ

て

い

ま

す

。

今

回

の

統

一

選

挙

を

通

じ

て

、

地

方

選

挙

が

地

域

づ

く

り

の

た

め

の

犬

切

な

政

治

参

加

の

機

会

で

あ

る

こ

と

を

認

識

し

、

進

ん

で

投

票

に

参

加

し

ま

し

ょ

う

。

※
不
在
者
投
票
手
続
き
は
早
め
に

投
票
日
に
、
ど
う
し
て
も
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
早
目
に
不
在
者

投
票
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青森県議会議員選挙投票日

…
…
…

４ １ ？１２

１ヨｊ ）
………

佐井村議会議員選挙投票日：

ノ宍
ノ

４ ４２

ノ

６ 亠

ノ
エ
｜

佐 井 村 議 会 議 員

選 挙 立 候 補 予 定 者 の

説 明 会 開 催 に つ い て

４月２６日投票の、佐井村議会議員選

挙立候補予定者に対し、立候補の手続

き及び選挙運動等について、説明会を

開催しますので、立候補予定（代理人）

は出席してください。

●日 時 昭和６２年４月３日（金）

午後１時

●場 所 佐井村振興センター

（和室）

お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕

事
に
励
ん
べ
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る

さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か

け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写

真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
四
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
選
挙
権
は
国
民
の
貴

重
な
権
利
で
す
。
選
挙
に
は
必
ず

投
票
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
投
票
の
手
続
き
は
、
佐
井
村
選

挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
投
票

用
紙
を
送
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を

持
っ
て
現
在
働
い
て
い
る
市
町
村

の
選
挙
心

庁
貝
会
に
行
け
ば
貶

票

で
き

る
よ

う

に
な
っ
て
い
ま
す

。

○
選
挙

の

期

日

ま
で

に
間

に

合

わ

な

い
と

、

せ

っ

か
く

の

一

票

が
無

駄
に

な

る

こ

と

が
あ

り

ま
す

の
で

で
き

る

だ
け

早

目
に

投

票
す

る
よ

う

に

心

が
け

て
く

だ

さ

い
。

Ｏ
詳

し

い

こ

と
は

、

い

っ
で

も

都

道

府

県

ま
た

は

、

佐
井

村

選

挙

管

理
委
員
会
に

お
問
い（
口
せ
く
だ
さ
い
。



願

掛

の

稲

荷

神

社

稲

荷

神
社

は

、

木
下

与

三

郎
家

の
先
祖

が
、

磯

谷

と
川

目
の

間

に

ひ
ら
じ
し
た

や
し
き

あ

っ

た
、

「
平

地
下

の
屋

敷

畠

」

か

ら

、
矢

越

へ
移

住

し
享

保

の

初

め

に

（

一
七

匸
（

）

、

袒
っ
た

も

の

で

あ

る
。

菅
江

真

澄

は

、
寛

政
五

年

四

月

二

七
九

三

）

の
記

に
、

当

時

は

八

幡

と
稲

荷

の

二
社

が
並

ん

で

衵

ら

れ

て

い
た

と

、

添

文

の
あ

る

ス

ケ

ッ
チ

を

残

し

て

い

る

。

明

治

十
九

年

第

八

月
十

二

日

稲
荷

神
社

御

位

金

寄

附

簿

矢

越

村

の

文

書
に

は

、

○
金
二

円

宮

木

清

吉

○
金

八

銭

立

脇

繁

松

○
金
拾

五

銭

宮

川

徳

松

Ｏ

金

拾

五
銭

中

村

喜

三
郎

○
金

弐

拾

銭

立

脇

甚

四
郎

○
金

拾

銭

宮

沢
長

松

○
金
四

銭

宮

沢

長

松

か
か

○
金

弐
拾

銭

川

畑
安
右
衛
門

○
金
五
拾
銭

矢

越
大
網
連
中

○
金
弐
拾
銭

同

小
網
連
中

○
金
五
拾
銭

木
下

石
右
衛
門
―

と
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
五
年
に
は
、
矢
越
の
戸
数

は
八
軒
、
十
九
年
に
な
っ
て
か
ら

も
八
軒
で
あ
っ
た
。

稲
荷
神
社
が
廃
社
に
な
っ
た
の

は
、
い
つ
頃
な
の
か
は
よ
く
判
ら

な
い
。

八

幡

宮

の

移

転

こ
れ
に
っ
い
て
は
、
「
昭
和
十

九
年
拾
月

矢
越
八
幡
宮
寄
附
」

「
矢
越
八
幡
宮
社
殿
移
転
経
費

控

昭
和
十
九
年
責
任
者

川
畑

時
太
郎

宮
川
時
次
郎
」
「
矢
越

八
幡
宮
社
殿
移
転
費
寄
附
帳
」

の
三
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
社
殿
は
い
ま
よ
り
も
、

磯
谷
寄
り
の
道
路
近
く
に
建
っ
て

い
た
。
そ
の
下
方
斜
面
が
崩
れ
け

じ
め
、
将
来
が
不
安
と
な
っ
た
の

で
、
山
側
の
奥
へ
引
っ
こ
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
作
業
を
『
土
台
あ
げ
』
と

言
っ
た
。

昭
和
十
九
年
の
戦
局
は
、
敗
勢

の
色
濃
く
、
容
易
な
ら
ぬ
状
態
に

落
ち
入
っ
て
い
た
。

日
常
生
活
も
、
物
資
、
食
料
の

欠
乏
が
は
な
は
だ
し
く
、
物
価
は

日
に
日
に
上
り
、
人
々
は
苦
し
ん

だ
。八
月
に
は
、
国
民
総
武
装
が
閣

議
決
定
と
な
り
、
「
竹
槍
訓
練
」

が
始
ま
る
。

児
童
の
集
団
疎
開
。

テ
ニ
ア
ン

ー
グ
ア
ム
両
島
の
守
備

隊
全
滅
。

学
徒
勤
労
令
・
女
子

挺
身
隊
令
が
公
布
。

九
月
に
は
、
ビ
ル
マ
・
雲
南
の

日
本
軍
全
滅
。

十
七
歳
以
上
の

男
子
を
兵
役
編
入
。

ソ
連
が
日

本
の
和
平
要
望
の
依
頼
を
拒
否
。

十
月
に
は
、
米
機
動
部
隊
の
沖

縄
空
襲
。

陸
軍
特
別
志
願
兵
を

十
七
歳
未
満
の
も
の
に
も
許
可
。

米
軍
主
力
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ

テ
湾
上
陸
。

レ
イ
テ
沖
海
戦
で

海
軍
主
力
を
失
う
。

神
風
特
攻

隊
出
撃
。

マ
リ
ア
ナ
海
戦
。

煙
草
が
男
子
に
一
日
六
本
配
給
。

中
国
基
地
の
Ｂ
２９
約
百
機
北
九

州
を
空
襲
。

十
一
戸
―
は
、
大
湊
に
米
軍
機

来
襲
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
の
Ｂ
２９

約
七
十
機
東
京
を
空
襲
。

松
根
、

カ
ボ
チ
ャ
の
油
が
航
空
用
ガ
ソ
リ

ン
の
代
用
と
し
て
生
産
。

児
童

の
集
団
疎
開
が
本
格
化
。

矢
越
で
は
次
の
人
達
が
兵
役
軍

務
に
あ
り
、
そ
の
他
の
青
少
年
も

軍
関
係
に
徴
用
さ
れ
、
働
き
手
は

い
ち
し
る
し
く
不
足
で
あ
っ
た
。

兵

役

十
七
年
―

宮
木
徳

∵

川
畑

春
義
。
十
八
年
丿

館
脇
義

丁

中
村

菊
男
・
福
田
時
次
郎
・
館
脇
盛
三

郎
。十
九
年
－

館
脇
義
雄
・
館
脇

周

∇

中
村
正
太
郎
・
川
畑
寅
吉

よ
呂
川
福
五
郎

よ
呂
木
正
ご
丁

館

脇
千
代
治
・
川
畑
清
江
・
福
田
時

三
郎
。

八
幡
宮
移
転
は
、
青
壮
年
の
い

な
い
人
手
不
足
と
、
機
械
化
の
全

く
な
い
当
時
は
、
難
事
業
で
あ
っ

た
。
働
け
る
者
は
総
出
を
し
、
男

子
不
在
の
所
は
、
女
子
が
代
人
と

し
て
参
加
し
た
。

ツ
ル
（

シ

ー
ト
ウ
ガ

ー
モ
ツ
＝

を
使
っ
て
、
山
側
を
切
り
崩
し
、

平
地
に
し
た
。
神
社
土
台
を
浮
き

上
げ
、
厚
板
を
敷
き
、
直
径
十
セ

ン
チ
・
長
さ
三
十
セ
ン
チ
の
ゴ
ロ

谷

口
）
を
何
百
本
も
並
べ
て
、

掛
声
合
せ
て
綱
を
引
き
、
土
台
を

上
げ
た
。
約
二
十
日
間
の
日
数
が

か
か
っ
た
。

そ
の
時
、
御
神
体
は
工
事
完
了

ま
で
、
木
下
与
三
郎
家
に
奉
安
し

た
。
遷
宮
時
に
は
、
宮
木
卯
三
郎

が
背
負
っ
て
八
幡
宮
へ
安
置
し
た
。

大
工
請
負
金
は
弐
百
円
也
、
請
負

者
は
、
古
佐
井
樋
口
忠
一
で
あ
っ

た
。帳
簿
に
は
、
七
百
八
拾
七
円
也

の
分
と
、
別
に
収
入
／
金
千
拾
円

也
、
支
出
九
百
八
拾
参
円
六
拾
三

銭
、
差
引
残
金
弐
拾
六
円
参
十
七

銭
と
あ
る
。



▲

被

害

に

あ

わ

な

い

た

め

に

▼

国
た
く
み
な
話
術
、
や
さ
し
さ
に
ご
用
心
。

圓
契
約
や
支
払
い
を
急
が
さ
れ
た
ら
ご
用
心
。

圓
口
約
束
に
ご
用
心
。

団
預
金
額
な
ど
を
た
ず
ね
ら
れ
た
ら
ご
用
心
。

困
っ
た
と
き
は
早
め
に
相
談
窓
口
へ

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

登
○
一
七
七
（
二
二
言
三
一
四
三

こ

ん

な

販

売

手

口

に

ご

用

心
μ

‥

かたり商法

送りつけ商法

開運（霊感）商法 催眠商法ｊ

もうけ話商法 見本工事商法

名義借り商法 ホームパーティー商法

頭を冷やして

（クーリング・ォフ）

よく考えよう

クーリング・オフ制度とは

訪問販売で商品を購入した場合、契約をした日を

含めて７日以内であれば、無条件解約できる制度で

す。

クーリング・オフを利用するときは…

解約 の通知は必ず書面でおこない、トラブルを避

けるために内容証明郵便で送りましよう。

昭

和
○

○
年

○
○

月
○

○
日

口

森

県
○
○

市

○
○
町

○
丁

目

○
番

地

山

旧

人

郎

⑩

○

○
市

○
○
町

Ｏ
１‐

目

○
番
地

○
○

株
式

会
社

代

表
取

締

役

○

○
○

○
殿

契

約

解

除

通

知

書

昭
和

○
○

年
○

○
月

○
○
日

付

け
で

、
毀
社
（
販

売
貝

○

○

○
○

氏
）

と
私

と
の

間
で

締
結

し
ま

し
た

「
商

品
名

」

金

○
○

、
○

○
○
円

の

購
人
契

約

を
「
訪

問

販
売

等
に

関

す

る
法
律

」

第
六

条
の

規
定

に
基

づ
き

解
除

し
ま

す
。

つ
漣

ま
し

て
は
、

当

該
契

約
に

際
し
て

支

払

い
ま
し

た

頭

金
○

、
○

○
○
円

は

、
○
○

銀

行
○

○
支

店
（
普

通
預

色

口

座
所

吁
○

○
○
○

へ

振
り

込
ん

で
く

だ
さ

い
。

な
お

、
当

方

が
保
管

し
て

い
る

商
品

は
、

右
の

払

金

返

還
後

、
早

急
に

お
引

取
り

く
だ

さ

い
。

内
容
証
明
書
用
紙

クーリング・オフをした場合

●損害金や違約金をいっさい支払う必要はありません。

●既に支払っている申込金、内金等は返還するよう

請求ができます。

●商品を受け取っている場合、返送料は業者側の負

担です。

クーリング・オフができない場合

●商品を受け取り、代金を全額支払った場合。

●健康食品，化粧品など消耗品で、消費すればクー

リング・オフ出来ない旨、書面で示されているに

もかかわらず使用した場合。

●乗用自動車など適用除外商品の場合。



旅
だ
て
若
者
、
未
来
に
む
け
て

昭
和
６２
年
度

「
青
森
県
青
年
の
船
」

団

員

募

集

応

募

要

領

○
応
募
資
格
は
、
次
に
該
当
す
る

者
で
あ
っ
て
、
村
長
の
推
せ
ん
を

受
け
た
も
の
。

●
国
籍
、
年
令

日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
６２
年

４
月
１
日
現
在
、
青
森
県
内
に
居

住
し
て
い
る
、
概
ね
２０
歳
か
ら
３０

歳
ま
で
の
男
女
。

●
心
身
の
状
況

心
身
と
も
に
健
康
で
協
調
性
に

富
み
、
長
期
に
わ
た
る
団
体
生
活

及
び
舳
内
生
活
に
適
応
で
き
る
者
。

一

地
域
社
会
で
の
活
動

帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、

職
場
、
青
少
年
団
体
等
に
お
い
て

活
動
が
期
待
で
き
る
者
。

○
参
加
費
用
は
、
一
人

二
一
七
、

〇
〇
〇
円
。
そ
の
他
の
費
用
と
し

て
事
前
、
事
後
研
修
に
参
加
す
る

た

め

の
交

通

費

、
宿

泊

料

、

旅

行

保

険
料

、
制
服
代

等
が
か
か
り
ま
す
。

○

参
加

申

込

み

の

手
続

き

は

、

昭

和

６２

年

４

月
１

日

か

ら
４

月
３０

日

ま

で
、

役

場
民

生

相

談

課

で
受

け

つ
け

ま

す

。

申

込
み

に

必

要
な

書

類

は

民

生

相

談

課
に
用

意

し

て
あ

り

ま

す

。

○

そ
の

他

、
青

森

県

青

年

の

船
に

っ

い
て

の

お

問

い
合

せ

は

、

役

場

民

生

相

談

課

ま

で
。

盜
（

に

み

っ

め

よ

う

共

に

考

え

よ

う

わ

た

し

た

ち

の

未

来

歹

青森県青年の船 日程

昭和６２年 巡 航 経 路

内 容
月 日 曜日 着 発 停 泊時間

９ ８ 火 背 森
１１：００ 甲航式

９ 水 洋 上研 修

１０ 木 釜 山
１４：００ １`

市内視 察
日韓 青年 交歓会

１１ 金 ５２：００
慶州 視察

１２ 土 釜 山
１８：００

市内 視察

１３ 日 洋 上研修

１４ 月
人 連
０９：００

巾内 視
日中 青年 交歓会

１５ 火
大 連
１７：００

３２二００
歸 視察

１６ 水 青 島
１５：００ １ －「

洋 上．研修
了内 視察

１７ 木 青 島
２２：００

３１：００ －「

殉了
内 視察
髱Ｌ交歓 会

１８ 金

１９ 土 洋 上研修

２０ 日

２１ 月 青森 森
１１：００

４
帰港式（解 団式）

周 航 経 路

研 修 の 概 要

研修は、『２１世紀の青森県をつくるため、青年

は今何をなすべきか。』～みつめよう、考えよう、

ひらこう我がふるさと～を主なテーマとして、次

の研修を行います。

船内研修

①団長７船長による講話

②専門講師による講議

③青少年活動、地域づくり等を課題別に討議する

ゼミナール

④地域の課題などについての話し合い

⑤団員の趣味・特技を生かしたクラブ活動

⑥訪問国の歴史、文化などの学習

⑦団長、船長、講師を囲んでの話し合い

⑧スポーツ、レクリェーション等の自主的活動

寄港地研修

①寄港地の歴史、文化、産業等施設の視察、見学

②現地青年との交流、交歓

事前研修

船内生活及び訪問先での視察、交流等に必要な知

識を修得するための研修

事後研修

青年の船に参加しての体験を地域活動に生かすた

めの研修



枇
翕
臘
肓
紀
よ
り

第
十
七
回
佐
井
村
卓
球
選
手
権
大
会

第
十
回
ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ
戦

二
月
十
五
日
言

）
佐
井
中
学
校

体
育
館
を
会
場
に
、
十
七
回
目
の

佐
井
村
卓
球
選
手
権
大
会
が
、
ま

た
一
月
二
十
七
日
（
火
）
か
ら
約
一

ヶ
月
に
わ
た
っ
て
第
十
回
ナ
イ
タ

ー
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
卓
球
選
手
権
大
会

Ｏ
団
体
戦

優
勝

竹
内
鉄
エ
チ
ー
ム

２

位

細

川

建

設
チ

ー

ム

３

位

Ｓ

Ｓ
Ｐ
（
佐

井

青

年
団

）

３
位

全

林

野

佐
井

チ

ー

ム

〕
ダ

ブ

ル

ス
戦

優

勝

若

山

慎

丁

間

山

英
伸

２

位

坪

井

敏

明

・
宮

野

薫

３
位

川

岸

一

彦

・
竹

本

慎
吾

３
位

奥

本

章

子

・
竹

本

晴
吾

り
個

人
戦

（
男

子

優

勝

竹

内

孝

２

位

竹

本

晴
吾

３

位

若

山

慎

一

３

位

島

野

慶

司

５

位

黒

沢

明

５

位

大

野
文

男

５

位

山
崎

英

明

５

位

我

妻
｀

繁

（
女

子

優

勝

島

野
さ

と

み

２

位

石
戸

節

子

３

位

工

藤

せ

つ
子

３

位

石

沢
牧

子

▲熱戦が続いたナイター卓球大会

★ナイター卓球リーグ戦
順位 チー ム名 代表者名 チーム勝敗 全試合勝敗

１ 花の中年 竹内 孝 ７勝２敗 ２９－１６

２ Ｓ Ｓ Ｐ 間山 英伸 ６勝３敗 ２５－２０

３ 太 田 太田 芳明 ノ／ ２３－２２

４ スコンク 坪井 敏明 ５勝 ４敗 ２５－２０

５ エ ミ ー ノレ 山口 晃 μ ２３－２２

６ 全 林 野 松谷 幸一 ４勝５敗 ２１－２４

６ 磯 谷 磯川 満義 μ ２１－２４

８ マルサン 菊 池 犬博 ３勝 ６敗 ２１－２４

９ 下 信 坂本 練一 μ １７－２８

１０ 八こトリ 田名 部二郎 ２勝 ７敗 １９－２６

第
一
回
磯
谷
地
区

芸

能

犖

二
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時

か
ら
磯
谷
集
会
所
に
於
い
て
、
第

一
回
磯
谷
地
区
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

主
催
は
磯
谷
地
区
漁
協
婦
人
部

と
磯
谷
敬
神
会
で
、
新
舞
踊
二
十

三
種
目
、
郷
土
芸
能
は
、
新
内
節
い

塩
釜
・
か
さ
踊
り
・
三
下
り
・
塩

釜
く
ず
し
・
じ
ょ
ん
か
ら
節
・
板

子
節
・
キ
ッ
ネ
踊
り
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
婦
人
部
が
舞

踊
発
表
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
地
区
を
あ
げ
て
の
芸
能

祭
に
な
り
ま
し
た
。

▼キツネ踊り

佐
井
青
年
団
蛇
浦
青
年
会
演
芸
会

友

情

出

演

二
月
八
日
言

）
、
蛇
浦
公
民
館

で
行
わ
れ
た
、
蛇
浦
青
年
会
演
芸

会
に
、
佐
井
青
年
団
の
み
な
さ
ん

が
友
情
出
演
し
、
交
流
の
輪
を
広

げ
ま
し
た
。

▼盛況だった演芸会

家

庭

教

育

学

級

゛

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
講
座

終
了

望
ま
し
い
家
庭
教
育
の
在
り
方

を
求
め
て
、
四
Ｊ
Ｉ
ス
に
分
け
て

実
施
し
た
家
庭
教
育
学
級
と
、
若

い
婦
人
層
へ
の
学
習
機
会
の
提
供

を
図
っ
た
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
講
座
が

そ
れ
ぞ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

▼ヤングミセス講座▼家庭教育学級



各

地

区

公

民

館

か

ら

★
福

浦

地

区
公

民

館

三

月

六

日
午

後
六

時

か
ら

閉

級

式

。
（
精

勤

賞

）

山
本

よ

し

、

田
中

栄

子

、

柳

田
順

子

、

田

中

信
子

★
原

田

地

区
公

民

館

三

月

七

日

午

後
二

時

か
ら

閉

級

式

。

（
精

勤

賞

）
萬

谷
石

夫

、

鹿
島

多

喜
五

郎

、

宮

田

光
雄

、

東

出

喜
代

四

、
宮

田

桂

、

佐
藤

き

く

、

佐
藤

れ

ゑ
、

佐

藤

含

み
、

下

山

き

よ

、

松
村

ぬ
え

、

大

坂
し

ん

、

佐

藤

の

り

子
、

石

黒

ま

さ
え

、

加

藤

制
子

加

藤
小

雪
、

磯

川

春
美

、

松

沢
百

合

子

、
鹿

島

勝

子

、
田

中

久

美

子

長

内
ナ

ホ

★

牛

滝

地
区

公

民

館

三

月

十

一
日

午

後
六

時

三

〇

分

か

ら

閉

級
式

。

（
精

勤

賞
）

坂

井

優
子

、
浜

野

春

江

、

長

谷
川

は

な

子

、
坂

井

ち

か

子

、

竹
内

百

合

子

、
竹

内

栄

子

、

中

西

松

江

、
坂

井

だ

よ

、
竹

本

夕

イ

、

畑

井
節

江

、

野
崎

昌

子

★

長

後

地
区

公

民

館

三

月

十
二

日

午

後
七

時
か

ら

閉

級

式

（

精

勤
賞

の

該
当

な

七

▼福浦地区館 ▼牛滝地区館・ ▼長後地区館

佐
井

村

中

央

公

民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

、
（
病
床
吟
）

三

上

敏

璧

白

き
病

床

い

つ
し

か
二

月

尽

リ
ハ

ビ
リ

の

車

椅

子
行

く
春

寒
し

回

診

を
待

つ

ペ
ッ

ト

に

も
春

兆
し

花

開

く
病

棟

朝

餉
の

匂

い

立

ち

春

を

病

む
老

の

わ

び
し

さ
蔽

い
つ

つ（
む
っ
病
院
）

田

名

部
ヒ

サ

冬
麗

ら

雲
の

切

れ

問

を
臥

し

て

見

る点
滴

に

見

え

る
氷

柱

の
雫

か
な

鶴
子

羽

冬
の

病

床

に

影

を
ひ

く

病
む

我

に
夫

が

摘

み

く

る
蕗

の

薹

春
凪

ぎ

や
鉾

立

て

舟

は

群
を

な

す

掛
け

昆

布

擦
れ

合

う

音

や
春

の

風

中

谷

サ
ッ

エ

風

和

ら
ぎ
日

ほ

の

ぼ
の

と
目

貼

剥

ぐ干
し

物

に

陽
炎

た
ち

て

春

盛

り

ほ

ろ
苦

き

山
菜

の

は

し

り

蕗
の

薹

加
賀

亀

水

重

雨
ご

と

に

木
の

芽

ふ

く

ら

み
目

立

ち

け
り

一
輪
の

紅

う

す

く
疝

ひ

ら

く

浜
中

よ

ん

祟

宿
の

湯
殿

に

ぎ

わ

う
弥

生

月

友

よ
り

の

桃

花

供
え

て

合

掌

す

人

込

み

に

か

の

土

産

の

疝

茶

買

う

木

村

さ

ち

子

緋

桃

活

け

娘

あ

ら

ば

と

思

い

け

り

暖

か

や

荒

け

な

し

声

戒

め

り

友

よ

り

の

鴬

餅

や

母

恋

し

雪

解

や

㈲

凪

ぎ

ゆ

く

親

友

の

文

大

き

な

る

望

み

輝

け

卒

業

す

川

岸

キ

ヨ

子

啼

鳥

の

影

し

き

り

な

る

春

隣

乙

女

ら

の

湯

に

白

き

肌

夕

霧

忌

橋

の

上

ス

ワ

ン

み

つ

め

て

佇

つ

老

女よ

う

や

く

に

朱

を

点

じ

た

り

寒

椿

田

鎖

善

治

受

験

子

に

朗

報

あ

り

て

弥

生

来

る

春

暖

の

磯

女

衆

の

数

を

増

し

雪

止

ん

で

は

し

や

ぎ

出

る

声

は

ず

み凍

返

り

鉢

に

わ

び

つ

つ

暖

め

る

大

石

健

次

郎

（
昭
和
四
十
二
年
九
月
九
日
猿
ヶ
森
砂
丘
探
鳥
）

ウ

ン

ラ

ン

の

花

大

砂

丘

の

秋

貎

く

ハ

マ

ニ

ガ

ナ

の

黄

花

瞠

ら

く

雲

は

秋埋

没

林

風

ひ

た

す

ら

の

秋

砂

丘

海

紺

青

み

な

ぎ

り

尽

く

し

鳥

渡

る

群

れ

膃

の

砂

丘

に

各

お

の

影

を

置

き秋

の

蝶

砂

丘

舐

め

ゆ

く

風

罌

へ

風
紋
の
砂
丘
も
り
上
げ
天
高
し

秋
潮
の
果
耀
や
き
て
鳥
渡
る

蝶
ひ
く
し
砂
丘
四
方
の
秋
の
風

鰯
雪
風
紋
の
砂
丘
ま
る
く
果
つ

鳥
骸
砂
丘
は
冷
え
ゆ
く
ば
か
り
な

り

短

歌

川
岸
キ
ョ
子

撥
隠
し
好
み
通
い
し
若
さ
日
の
今

あ
り
あ
り
と
胸
に
浮
き
く
る

東
風
吹
き
て
足
の
向
き
た
る
蒻
の

辺
の
磯
や
わ
ら
か
き
光
溢
る
る

鵈
き
交
わ
す
雀
群
が
る
窓
の
辺
に

二
年
越
し
な
る
花
育
ち
ゆ
く

登
校
の
児
ら
暖
冬
の
陽
差
し
な
か

並
び
て
行
け
り
そ
の
背
明
る
し

浜
中

よ
ん

祟
宿
の
主
は
若
さ
歌
手
に
し
て
客

に
微
笑
み
手
を
差
し
交
わ
す

島
野

房
子

夕
暮
の
愛
宕
山
に
登
り
立
ち
本
の

芽
脹
ら
む
下
見
は
る
か
す

お

知

ら

せ

俳
句
と
短
歌
教
室
は
、
し
ば
ら

く
休
講
と
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
通
り
、
添
削
を
望
む

方
に
は
通
信
指
導
を
行
い
ま
す
。

（
担
当
）



保 健 婦 だ よ り

忘れていないか

結核の恐ろしさ

進んで受けよう

結核検診・

○
結
核
は
依
然
と
し
て
最
大
の
伝

染
病
今
で
も
こ
ん
な
に
か

か
っ
た
り
、
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

結
核
は
治
っ
て
も
、

圜
の
働
き
が
弱
る
た
め

麩
の
病
気
を
併
発
し
て

北
亡
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

〇
結
核
検
診
で
、
肺
が
ん
も
発
見

肺
が
ん
ば
、
近
年
驚
く
ほ
ど
の

勞
い
で
ふ
え
て
い
ま
す
。

結
核
検
診
で
肺
が
ん
も
早
期
に

元
見
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

Ｏ
ま
ず
予
防
、
決
め
手
は
年
に

Ｉ

度
の
胸
部
検
診

結
核
・
肺
が
ん
ば
、
症
状
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
検
診
を
き
ち

ん
と
受
け
、
早
く
見
つ
け
て
早
く

拑
す
こ
と
を
ぜ
ひ
心
が
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
時
、
す
ぐ
病
院
へ

結
核
や
肺
が
ん
ば
、

●
セ
キ

ー
ク
ン
が
長
び
く

●
タ
ン
に
血
液
が
ま
じ
る

●
微
熱
が
続
く

な
ど
の
カ
ゼ
の
長
び
い
た
よ
う

な
症
状
か
お
る
と
き
は
、
ま
よ
わ

ず
病
院
へ
行
っ
て
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

せ
き
は
、
い
っ
か
ら
出
て
、
何

日
く
ら
い
続
い
て
い
る
か
、
か
せ

が
治
っ
て
も
せ
き
が
出
つ
づ
け
る

と
き
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

と
く
に
喫
煙
者
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
せ
き
が
出
て
い
て
異
常
に
気
づ

く
の
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

せ
き
の
出
方
が
刺
激
性
に
な
っ

た
、
回
数
が
ふ
え
た
、
ク
ン
が
伴

う
よ
う
に
な
る
な
ど
変
化
に
気
づ

い
た
ら
早
め
に
検
査
を
受
け
る
こ

と
で
す
。

１年間に結核で死亡する人 ５，３００人

１年間に新しく結核になる人 ６３，０００人

宕核の治療を受けている人 １９｛｝ｊ〕（）０人

吉核にかかっている人 ３９３，０００人

た

ば
こ
と
肺
が

ん
の
関
係

ど
の
く
ら
い
吸
い
続
け
る
と
肺

が
ん
を
起
こ
す
確
率
が
高
く
な
る

か
を
知
る
に
は
、

喫
煙
指
数
＝
一
日
吸
う
夕
八

四
の

数
×
吸
っ
た
年
数

こ
れ
に
よ
る
と
、
四
〇
〇
以
上

は
要
注
意
、上
（

○
○
以
上
は
高
危

険
群
。

４月の保健事業

８日伽 小児マヒ

生 ワクチン

対象児

６１年１月～６２年１２月生

１３日（月） ツベル クリン

佐井小・中、原 田／」ヽ

磯谷小 ・中

長後小 ・中学校

１５日南 ツベル クリン反応

測定・ＢＣＧ接種

佐井ノ」ヽ・中、原田小

磯谷小 ・中

長後小 ・中学校

２０日側

回 宍

卜

四

２４日脂

言 い
狂犬病予防接種

３０日（村 乳児健康相談

離乳食 調理実習

へ入るい
Ｅ

と一つよし吝煙彗

１

。自 己 暗 示 を 力ヽ け る 。

２ あり と あ ら ゆる タ バ コ

・ の 害 を かぞ え あ げる 。
●タバコ１本、寿命が５分縮む。
●タバコは肺がんの第１原因。
●がんの半分はタバコの影響。

●タバコ１．本、レモン１コ分（１
日必要量の１／２）のビタミンを

破壊する。炎症・ストレスに
対する抵抗力をなくす。
●二コチン１滴馬三頭殺す。人命
２本分。赤ん坊の側におかない。

●女性のタバコは肌の大敵。
●本人がのむ煙より、周囲の人

が吸う紫煙がはるかに有毒。

３ タ バ コ を や め て 太 る の

・ は わ ず か に１．８キ ロ 。や
せ る た め にタ バ コ を の

む の は自 殺 行 為 。

４ 禁 断 症 状 に たい す る 危

・ぐ を も た な い … た い し

た も の で はな い 。

５ 代 替 物 で 、 無 害 な も の

・ を こ こ ろ み る 。
① ハ ツ 力

② ガ ム

③ ジ ン タ ン

●二コチン、タールの

少ない銘柄を

●あ まり短かく吸わない

●煙を肺にすいこまない

●毎日、本数をへらす

（５本をめどに）



長
寿
の
た
め
の
食
事
法

圃

肉

や

卵

、
イ

ワ

シ
や

豆
腐

を

食

べ
ま

し

ょ
う

肉
や
卵
の
食
べ
過
ぎ
は
、
＝
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
影
響
し
ま
す
が
、

肉
一
切
れ
、
卵
一
個
ぐ
ら
い
は
毎

日
食
べ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
イ
ワ
シ
や
豆
腐
も
、
良
質
の

た
ん
ぱ
く
源
。
背
の
青
い
魚
や
大

豆
に
含
ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
は
、

動
脈
硬
化
の
予
防
に
も
有
効
で
す
。

②

牛

乳
を

飲

み

ま

し

ょ

う

牛
乳
の
効
用
は
、
ま
ず
カ
ル
シ

ウ
ム
。
腰
が
曲
が
る
、
骨
折
し
や

す
い
、
歯
が
抜
け
る
な
ど
の
老
化

を
防
ぎ
、
足
腰
達
者
で
い
る
た
め

に
は
、
今
か
ら
牛
乳
を
飲
み
ま
し

ょ
う
。
牛
乳
が
飲
み
に
く
い
人
に

は
、
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

③

野

菜

を

た

っ
ぷ

り

と

り

ま

し

ょ

う

野
菜
や
果
物
、
海
藻
類
に
含
ま

れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
は
、

か
ら
だ
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

欠
か
せ
ず
、
食
物
繊
維
は
便
秘
を

防
ぎ
、
体
内
代
謝
を
活
性
化
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
緑
黄
色
野
菜
の
常

用
は
胃
が
ん
の
予
防
に
も
効
果
的

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
す
ぐ
れ
た
効

用
が
あ
り
ま
す
。

匪

お

か

ず

を

た

く

さ

ん

食

べ
ま

し

よ
う

塩
辛
い
お
か
ず
に
、
ど
ん
ぶ
り

め
し
の
お
か
わ
り
と
い
っ
た
古
い

日
本
式
食
事
法
は
、
脳
卒
中
や
胃

が
ん
の
原
因
。
ご
飯
を
減
ら
し
て

う
す
味
の
主
菜
や
汁
な
ど
の
お
か

ず
を
た
っ
ぷ
り
、
油
も
適
当
に
と

れ
る
食
事
が
、
理
想
的
な
長
寿
食

で
す
。

⑤

脂
肪

は
と

り

す

ぎ

な

い

よ

う

に
。

動

物

性

の
脂

肪

よ
り

植

物

性

の

油
を

多
め

に

動
物
性
の
脂
肪
（
魚
類
の
脂
肪

は
除
く
）
は
、
。
と
り
過
ぎ
る
と
血

清
＝
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
昇
さ
せ
、

動
脈
硬
化
を
促
す
原
因
に
な
り
ま

す
。
逆
に
植
物
性
の
油
及
び
魚
類

の
脂
肪
は
動
脈
硬
化
を
抑
制
す
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。

圓

お

酒

は

食

べ
な

が

ら

飲

み

ま

し

よ

う

お
酒
は
、
一
般
的
に
は
一
日
に

日
本
酒
な
ら
一
合
、
ビ
ー
ル
な
ら

大
一
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
水
割

り
ダ
ブ
ル
一
杯
く
ら
い
が
適
量
で

す
。
ま
た
、
食
べ
な
い
で
飲
む
と

肝
臓
を
悪
く
し
、
胃
壁
粘
膜
を
傷

つ
け
ま
す
。
肴
を
食
べ
な
が
ら
飲

む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦

朝

食

と

昼

食

を

大

切

に

し

ま

し

よ
う

昔
か
ら
果
物
を
食
べ
る
場
合
、

。
朝
は
金
、
昼
は
銀
、
夜
は
胴
”

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
果
物
に

隕
ら
ず
、
朝
食
や
昼
食
で
と
っ
た

栄
養
は
一
日
の
活
動
を
円
滑
に
運

ぶ
た
め
の
干
不
ル
ギ
ー
源
で
す
。

囲

食

事
は
ゆ
っ
く

り
楽
し
み

な

が

ら

食
べ
ま
し
よ
う

食
事
を
家
族
団
ら
ん
の
場
に
し

た
い
も
の
で
す
。
楽
し
い
会
話
は

食
欲
増
進
剤
に
な
り
、
親
子
の
Ｊ

ミ
ュ
ニ
。ケ
リ
シ
ョ
ン
を
深
め
る
効

用
も
あ
り
ま
す
。

こんな食べ方が病気をつくる



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

佐
井
村
交
通
安
全
一
丗
の
会

会
長
に
な
っ
て

松

谷

三

枝

こ
の
た
び
、
母
の
会
会
長
の
大

役
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
山
崎
前
会
長
に
一

任
し
、
後
に
っ
い
て
き
た
だ
け
で

何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
。

私
も
子
を
も
つ
親
と
し
て
、
み

な
さ
ん
と
同
じ
く
、
交
通
事
故
に

あ
わ
せ
た
く
な
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
、
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
、
少
し
で
も
お
手

伝
い
が
で
き
る
な
ら
、
と
決
意
し

ま
し
た
。

村
当
局
を
始
め
、
各
関
係
機
関

の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
を
頂
き
、

会
員
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
一
生

懸
命
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
死
を
永
久
に
な
く
す

る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
共
に
努
力

し
ま
す
。

退

任

に

あ

た

っ

て

山
崎
ア
イ
子

昭
和
六
十
二
年
度
の
総
会
も
、

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。さ
て
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
折
り
か
ら
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て

結
成
し
て
か
ら
、
早
く
も
八
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
千

謌

、
村
当
局

を
初
め
、
関
係
機
関
の
多
く
の
方

々
か
ら
、
私
た
ち
の
視
野
を
広
く

深
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
の
会

の
立
場
か
ら
、
全
地
域
に
わ
た
り

浸
透
で
き
な
い
ま
ま
に
、
こ
れ
と

い
っ
た
大
き
な
成
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

時
々
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
も
安
全
運
動
へ
の
発
見
や
反
省

も
あ
っ
た
。
私
た
ち
を
、
い
っ
も

暖
か
く
、
正
し
く
見
守
っ
て
く
れ

た
村
当
局
、
大
間
警
察
署
、
佐
井

駐
在
所
に
は
、
こ
の
紙
面
を
借
り

心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

母
の
会
会
員
の
み
な
さ
ん
、
命
を

生
ん
で
、
守
り
育
て
て
い
く
使
命

を
素
直
に
自
確
し
な
が
ら
、
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
車
社
会
に
決
し

て
背
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
み
な

さ
ん
の
家
庭
か
ら
事
故
の
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
合
い
、

真
心
あ
る
愛
の
一
声
を
励
行
し
つ

づ
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い

し
て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

ゼ

ロ

ヘ

の

提

言

を

見

て

長
後
坐（
年

滝
本

志
乃

二
月
六
日
、
六
時
半
か
ら
、
地

区
館
で
交
通
事
故
の
映
写
会
が
あ

り
ま
し
た
。

私
の
家
で
も
、
さ
っ
そ
く
妹
や

弟
や
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
セ

ン
タ
ー
に
向
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
「
ゼ
ロ
ヘ
の
提

言
」
と
い
う
題
で
す
。

初
め
に
、
佐
井
の
警
察
の
人
が

交
通
事
故
の
恐
し
さ
、
に
つ
い
て

の
話
を
さ
れ
て
か
ら
、
映
画
が
始

ま
り
ま
し
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
と

車
が
、
曲
が
り

角
の
所
で
衝
突
し
て
、
足
を
骨
折

し
た
り
、

年
生
く
ら
い
の
男
の

子
が
、
自
転
車
で
車
に
は
ね
ら
れ

て
、
足
を
大
け
が
し
た
り
、
と
て

も
か
わ
い
そ
う
な
、
あ
わ
れ
な
場

面
が
次
々
と
出
て
く
る
の
で
す
。

私
は
そ
れ
を
見
て
、
と
て
も
見

て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
犬

手
術
を
し
て
い
る
場
面
も
カ
ラ
ー

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
映
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
そ
ん
な
場
面
が
映
る

た
び
に
、
た
だ
、
た
だ
怖
く
て
、

恐
ろ
し
く
て
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
下

を
向
く
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
、

四
歳
の
男
の
子
が
、
車

に
は
ね
ら
れ
て
下
半
身
が
勣
け
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
原
因
は
、

今
月
の
標
語

石

戸

真

広

危

な

い

ぞ

車

の

か

げ

や

曲

が

り

か

ど

・：



こ
の
男
の
子
は
何
も
悪
く
な
い
の

に
、
無
免
許
運
転
者
が
誤
ま
っ
て

こ
の
男
の
子
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
子
の
お
母

さ
ん
が
病
院
に
か
け
つ
け
た
時
は
、

も
う
、
口
の
回
り
を
四
針
も
縫
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う
で

目
に
涙
が
浮
か
び
ま
し
た
。
も
う

こ
の
子
は
一
生
歩
け
な
い
の
で
す
。

ま
だ
あ
ん
な
に
幼
な
い
の
に
、
運

転
者
の
不
注
意
で
、
も
う
も
と
の

元
気
な
体
に
は
な
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
い
く
ら
泣
い
て
も
、
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
だ

れ
が
責
任
を
と
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ど
う
し
て
こ
の
子
の
一
生
を

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
う
ら
ん
で
も
う
ら
み
き
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
私
は
、
ど
こ
も
悪
く
な
い

健
康
な
体
で
す
。
で
も
こ
の
交
通

事
故
の
よ
う
に
、

ヽ
ら
気
を
つ

け
て
い
て
も
、
い
つ
交
通
事
故
が

私
に
お
そ
い
か
か
る
か
分
り
ま
せ

ん
。
今
、
日
本
全
国
で
は
、
お
と

な
の
数
の
半
分
も
車
が
あ
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す

車
が
増
え
て
い
っ
た
ら
、
今
以
上

に
交
通
事
故
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
安
全

に
心
か
け
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
村
、
長
後
で
は
、
都

会
の
よ
う
に
車
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
私
た
ち

は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
映
画
を
見
て
、
交
通
事
故

の
恐
ろ
し
さ
は
一
生
忘
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
は
何
を
す
べ

き
か
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
毎
日
、
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
安
全
に
心
が
け
て
、

曲
が
り
角
の
所
で
は
、
飛
び
出
し

を
し
な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
自
転

車
を
乗
る
時
は
、
周
り
を
確
認
し

て
か
ら
に

ょ
う
に
、
車
に
乗
る

時
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

な
ど
し
な
い
よ
う
に
、
い
っ
も
安

全
に
心
が
け
て
い
こ
う
と
誓
い
ま

し
た
。

事

故

の

恐

ろ

し

さ
長
後
小
六
年

大
石

美
由
紀

二
月
六
日
、
六
時
半
か
ら
地
区

館
で
は
「
交
通
安
全
の
映
画
」
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
勉
強
に
な
る

と
思
い
、
始
ま
る
十
分
ぐ
ら
い
前

に
友
達
と
行
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
で
は
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
集
ま
っ
た
の
で
、
山

崎
会
長
と
、
佐
井
の
警
察
の
人
が

映
画
の
あ
ら
す
じ
を
教
え
て
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

車
と
自
転
車
の
衝
突
事
故
で
す
。

そ
の
道
は
、
あ
ま
り
人
々
車
の
通

ら
な
い
場
所
で
、
事
故
を
起
こ
し

た
両
方
と
も
、
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち

で
、
気
が
ゆ
る
み
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
て
衝
突
事
故
と
な
り
、
ど
ち
ら

も
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

次
は
、
小
さ
い
子
ど
も
の
け
が

で
、
そ
の
原
因
は
、
小
さ
い
男
の

子
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運

転
手
が
悪
い
の
で
す
。
そ
の
運
転

手
の
大
は
、
無
免
許
で
そ
の
男
の

子
に
ぶ
っ
か
っ
て
、
下
半
身
が
動

け
な
く
な
り
、
も
う
こ
れ
以
上
治

ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
一
生
車
い
す
の
生
活

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
。

私
は
、
か
わ
い
そ
う
で
、
涙
が
浮

か
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
お

母
さ
ん
も
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
悲

し
か
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
。

人
の
体
を
も
と
に
も
ど
さ
れ
な

く
す
る
大
は
、
ひ
き
ょ
う
だ
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
自
分
に
強
い
心

を
も
ち
、
規
則
を
守
る
と
い
う
気

持
ち
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
け
が
を
し
て
か
ら
じ
ゃ

な
く
、
け
が
を
す
る
前
に
、
自
分

で
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
と
言
い

た
い
の
で
す
。

ま
た
、
車
が

Ｉ
列
に
な
ら
ん
で

な
か
な
か
動
か
ず
、
そ
の
車
は
無

理
を
し
て
ま
で
、
追
い
越
す
気
に

な
り
事
故
が
起
き
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
事
故
が

あ
り
、
骨
折
し
た
り
骨
が
曲
が
っ

た
り
し
た
場
面
や
、
そ
の
治
療
の

様
子
が
怖
く
て
、
目
を
そ
む
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
の
気
の
ゆ

る
み
や
「
ま
さ
か
」
が
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
、
事
故
の
恐
ろ
し

さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
私
は

け
が
を
し
た
く
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
「
父
や
母
に
も
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
し
、
痛
い
目
に
ち
あ
い

た
く
な
い
。」
と
心
の
中
で
さ
け
び

ま
し
た
。
今
、
車
が
ぞ
く
ぞ
く
増

え
て
き
ま
し
た
。
車
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
交
通
事
故
も
増
え

る
と
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
は
、
こ
の
映
画
を
見
て

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

今
、
車
に
乗
っ
て
い
る
人
た
ち

い
つ
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
事
故
に

あ
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
、
規
則
正
し
い

運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
井
村
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

五
百
日
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
死

亡
ゼ
ロ
だ
け
で
な
く
、
事
故
ゼ
ロ

に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

無事故無違反表彰者

５０年 八 谷 辰 美

２５年 磯 川 正 子

工 藤 恭 悦

佐 賀 勉

松 谷 多可志

東 出 元

東 出 慶 吉

２０年 佐 藤 喜 一

津 田 石 雄

木 村 利 光

１５年 田 中 定 雄

竹 内 鋼

竹 内 章 蔵

鹿 島 晃

福 田 紀代子

宮 川 ユ キ



第

二

回

佐

井

村

国

民

健

康

保

険

小

中

学

生

作

品

コ

ン

ク

ー

ル

入

賞

者

決

ま

る

国
民
健
康
保
険
制
度
の
普
及
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
二
回
小

中
学
生
作
品
四
レ
グ
ー
ル
を
実
施
し
か
と
こ
ろ
、
次
の
児
童
生
徒
が
入
賞

し
ま
し
た
。

○

習
字

の

部

中

学

校

三
年

特
別
賞

川
岸

絵

美
子
（
佐
井

中

）

小

学

校

一
年

特

選

さ
と
う
ま
さ
み
（
原
田
小
）

準

特

選

さ

が

あ
や

こ
（
佐

井

小
）

”

み
や
き

ゆ
き
こ

佐

井
士

”

新

田

孝

治
（
磯

谷

少

小

学
校

二

年

特

選

松

沢

真

人
（
原

田

少

準

特

選

滝

本

尚

吾
（
長

後
小

）

″

加

藤

真
知

子
（
原

田
小

）

″

澤

田

て

い
子
（
原

田
小

）

小

学
校

三

年

特

選

辻

裕

樹
（
佐
井

少

準

特

選

大

坂

峰

恵
（
佐

井

少

″

根

戸
内

晴

子
（
佐
井

小

）

”

渋

田

育

世
（
佐
井

小

）

小

学
校

四

年

特

選

七

戸

賢

枝
（
佐

井

小

）

準

特

選

吉

川

勉
（
佐

井

小

）

”

大

畑

恭

子
（
佐

井

土

準
特
選

宮
田
絵
里
子
（
原
田
小
）

小
学
校
五
年

特

選

抃

韻
姉
（
佐
井
士

準
特
選

柳
田

陽
子
（
佐
井
少

″

宮
川

尚
美
（
佐
井
小
）

″

工
藤

宇
之
（
長
後
小
）

小
学
校
六
年

特

選

長
島

咲
美
（
佐
井
士

準
特
選

田
名
部
直
仁
（
佐
井
少

″

宮
木

葉
子
（
佐
井
少

”

能
登

誠
（
佐
井
少

中
学
校
一
年

特

選

川
岸
千
佳
子
（
佐
井
中
）

準
特
選

佐
賀

希
帆
（
佐
井
中
）

”

中
田

周
子
（
佐
井
中
）

”

若
山

美
穂
（
佐
井
中
）

中
学
校
二
年

特

選

根
岸

浩
則
（
佐
井
中
）

準
特
選

山
口

大
輔
（
佐
井
中
）

”

柳
田

信
（
佐
井
中
）

”

池
田

正
樹
（
長
後
中
）

中

学

校

三
年

特

選

紀

伊

隆

浩
（
佐

井

中
）

準

特

選

工

藤

玲

子
（
佐

井

中
）

”

木

下

弘

美
（
佐

井

中
）

”

中

出

晶

子
（
佐

井

中
）

○

標
語

の

部

中

学
校

一
年

特

別
嘗
］

横

浜

美
智

子
（
磯

谷

中
）

小

学
校

二

年

特

選

船

越

音
］幸
（
牛

滝

土

準

特

選

大

畑

隆
道
（
牛

滝

少

小

学
校

三

年

特

選

中

島

琴

美
（
佐

井

少

準

特

選

三

戸

裕

介
（
佐

井

少

″

吉

浦

悦

子
（
佐

井

少

”

横

浜

篤

史
（
磯

谷

少

小

学
校

四

年

特

選

吉

川

勉
（
佐
井

少

準

特
選

竹
本

俊

博
（
佐

井

小

）

”

山

田

直

人
（
佐
井

土

″

加

賀

紀

人
（
佐
井

小

）

牛

学
校

五

年

特

選

宮

川

尚

美
（
佐
井

少

準

特
選

福

田

夕

子
（
佐
井

少

”

辻

政

信
（
佐

井

少

″

加

藤

祥

子
（
原
ｍ

ホ

）

小

学

校

六
年

特

選

能

登

誠
（
佐

井

少

準

特

選

木

下

ひ

と

み
（
佐

井

小
）

準

特

選

奥

本

城
司
（
佐

井

少

″

奥

本

治
彦
（
佐

井

小

）

中

学

校

一
年

特

選

東

出

隆
広
（
磯

谷
中

）

準

特

選

藤

田

あ

い
子
（
佐

井
中

）

”

川

原

広
久
（
佐

井
中

）

″

宮

沢

淳
（
佐

井
中

）

中

学

校
二

年

特

選

米

沢

勉
（
佐

井
中

）

準

特

選

宮

沢

忠
（
佐

井
中

）

”

福

田
亜

希
子
（
佐

井
中

）

”

福

田

朝

樹
（
磯

谷
中

）

中

学
校

三

年

特

選

岩

泉
千

香

子
（
佐
井

中

）

準

特

選

新

岡

利

恵
（
佐
井

中

）

”

奥
本

太

朗
（
佐
井

中

）

”

田

中

譲
（

磯

谷
中

）

○

ポ
ス

タ

ー

の
部

中

学
校

二

年

特
別

嘗
］

鳴

海

祐

幸
（

佐
井

中

）

小

学

校

三

年

特

選

渋
田

育

世
（
佐

井

士

準

特
選

正

村

裕

貴

子
（
佐

井

士

″

田
名

部

詠

子
（
佐

井

小

）

小

学

校

四

年

特

選

七

島

龍

治
（
佐

井

少

準

特

選

石

戸

章
英
（
佐

井

士

”

坂

井

一
己

牟

滝

少

”

恆
二
喜
子
（
佐

井

少

小
学
校
五
年

特

選

福
田

夕
子
（
佐
井
小
）

準
特
選

宮
野

聡
（
佐
井
少

”

金
沢

卓
（
佐
井
少

”

奥
本

理
史
（
佐
井
少

小
学
校
六
年

特

選

坂
井

栄
美
（
牛
滝
小
）

中
学
校
一
年

特

選

大
畑

恵
子
（
佐
井
中
）

準
特
選

円
角

征
和
（
佐
井
中
）

″

宮
沢

淳
（
佐
井
中
）

″

紀
井

千
代（
佐
井
中
）

中
学
校
二
年

特

選

横
浜

邦
彦
（
磯
谷
中
）

準
特
選

坂
本

泉
（
佐
井
中
）

”

滝
川

満
治
（
佐
井
中
）

中
学
校
三
年

特

選

田
中

譲
（
磯
谷
中
）



税
務
だ
よ
り

確定申告が

間違つていたときは

〈

税
額

を

多

く

申
告

し
て

い

た

と

き
〉

確
定

申

告

書

を
提

出
し
か
後
で
、

税
額

を

多

く

申
告

し

て

い
た

こ
と

に

気

づ

い
た
と

き

は

、

「
更

正

の

請
求

」

を

し

て
、

正

し

い
税

額

に

訂
正

す

る
こ

と

が

フ
き

ま

す

。

〈
税

額

を

少

な

く

申
告

し

て
い

た

と
き

〉

確

定
申

告

書

を

提
出
し
た
後
で
、

税
額

を

少

な

く

申
告

し

て

い
た

こ

と

に

気

づ
い

た

と
き

は

、

「
修

正

申

告
」

を

し

て

、
示

し

い
税

額

に

訂
正

す

る

こ

と

が
で

き

ま

す

。

〈
確

定

申

告

を
忘
れ
て
い
た
と
き

〉

確

定

申

告

を
し

な

け

れ

ば
な

ら

な

い

の
に

、

申

告
書

の

提

出
を

忘

れ

て

い
た

と

き

は
、

た

だ

ち
に

確

定
申

告

を
し

て
く

だ

さ

い

。

詳

し

く

は

、
最

寄

り

の
税

務

相

談

室

や

税

務

署
に

お

尋
ね

く

だ

さ

い
。

白色申告者の

記帳・記録保存制度
青
色
申
告
で
な
い
人
で
も
、
事

業
所
得
等
（
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
、
山
林
所
得
）
の
あ
る
人
で

次
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
人
は
、

記
帳
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
そ
の
年
の
前
年
十
二
月
三
十
一

囗
に
お
い
て
、
前
々
年
分
の
事

業
所
得
等
の
金
額
の
合
計
額
が

三
百
万
円
を
超
え
る
人
。

②
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
に
お

い
て
、
前
年
分
の
事
業
所
得
等

の
金
額
の
合
計
額
が
三
百
万
円

を
超
え
る
人
。

記
帳
し
た
帳
簿
や
書
類
な
ど
は

整
理
し
て
七
年
間
（
特
定
の
書
類

は
五
年
）
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

昭和６２年度納期限一覧表

納聯艮 ・税 目 別 納 期 隕

４月３０日 固定資産税（醐）

５肥 口 軽飼輔

醐３０日 鵑羆賺 固定資産税（２期）

７月３１日
＿＿

㈹价 ⑤

国民健康保険税（↓期）

８月３羂

９瑁Ｏ日

固定資産税（３㈲

国民健康保険税（２期）

‥ ‥ － 一一一一

国民健康保険税（３期）

扣肥 日 槻馴聯

１川 Ｏ日
… 一一 －一一一

回 膕 （泉

一一 …－一一

固 定資 産税（撰 ）１２肥 日

回 ３暉 ｉ国民健康保険税（４期）

国

民

年

金

保

険

料

は

四

月

分

か

ら

七

、
四

〇

〇

円
に

な

り

ま

す

。

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
な
ど

の
第
一
号
被
保
険
者
が
納
付
す
る

国
民
年
金
保
険
料
は
、
四
月
分
か

ら
三
百
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
月

額
七
千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
受
給
額
が
物
価

上
昇
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る

し
く
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
費

用
が
加
入
者
の
保
険
料
と
国
庫
負

担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
に
改
定

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
毎
年
四
月
中
に
一
年
分

を
納
め
ま
す
と
、
「
前
納
割
引
」

と
な
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
な
ど

何
か
と
便
利
で
有
利
で
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
等
の

受
給
者
が
他
の
公
的
年
金
を

受
け
た
と
き
に
は
届
出
が

必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
や
、
二
十
歳
前
の
傷
病
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
が
、

厚
生
年
金
や
恩
給
・
共
済
年
金
な

ど
公
的
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
年
金
額
の
調
整

の
た
め
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。も
し
、
こ
の
届
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
過
払
い
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
、
受
け
た
年
金
を
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

役
場
民
生
相
談
課
の
年
金
の
係

に
届
出
の
際
に
は
、
老
齢
福
祉
年

金
証
書
ま
た
は
障
害
基
礎
年
全
証

書
と
受
給
し
た
公
的
年
金
証
書（
以

前
か
ら
の
受
給
者
は
最
近
の
改
定

通
知
書
）
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。



結

核

検

診

結
核
は
最
近
で
九

毎
年
ほ
ぼ

五
千
人
の
命
を
奪
い
、
新
し
い
患

者
が
六
万
人
も
発
病
し
て
い
ま
す
。

新
患
者
の
中
の
二
万
三
千
人
は
、

他
人
に
結
核
を
う
っ
す
恐
れ
の
あ

る
病
状
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
核
は
決
し
て
油
断
で
き
な
い

病
気
で
す
。
結
核
は
も
う
減
っ
た

と
誤
っ
た
考
え
方
を
す
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
我
が
国
最
大
の

伝
染
病
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
肺
ガ
ン
も
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
結
核
検
診
で
肺
ガ
ン
が

見
つ
か
り
、
手
術
で
よ
く
な
っ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

結
核
と
肺
ガ
ン
を
合
せ
て
、
早

期
に
発
見
し
、
早
期
治
療
し
、
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
九

受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防注射今
、
日
本
で
は
、
狂
犬
病
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
か
ら

輸
入
さ
れ
る
動
物
が
増
え
て
い
ま

す
。

こ
の
動
物
が
、
狂
犬
病
に
か
か

っ
て
犬
に
う
つ
る
と
、
狂
犬
病
が

発
生
し
ま
す
。
発
病
し
た
犬
に
か

ま
れ
た
動
物
は
、
す
べ
て
死
亡
す

る
恐
し
い
病
気
で
す
。
生
後
九
〇

日
以
上
た
っ
た
犬
は
、
必
ず
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
料
金
集
合
注
射
料

二
、
三
〇
〇
円

注

射

済

票

四
〇
〇
円

登

録

料

二
、一
〇
〇
円

合

計

四
、
八
〇
〇
円

（
集
合
以
外
の
注
射
料
は
づ
○
○
円
）

昭和６２年度春の狂犬病予防注射日程表

月 日 場 所 時 間

４月２叩

原田高橋農場前 １０時～１０時１０分

原田漁協前 １０時１５分～１０時２５分

原田生活改善センター前 ↓叫 節分～扣時４０分

佐井中学校前 １０時５０分～１１時

竹内自動車工場前

佐井村保育所前 １１時３０分～１１時５０分

佐井村商工会前 １時～１時３０分

佐井村観光案内所前 １時４０分～２時

佐井診療所前 ２時１０分～２時３０分

川目地区生活改善センター前 ２時４０分～３時

佐井郵便局前 ３時↓５分～３時３０分

佐井村消防分署前 ３時３５分～４時

４月２８「］

矢越地区生活改善センター前 仞時～扣時１０分

磯谷集会所前 １聯２５分～１０時前分

長後滝本商店前 ｎ時～１１時１０分

福浦地区生活改善センター前 １時～１時扣分

牛滝診療所前 ２時～２時３０分

昭和６２年度結核一次住民検診日程表

月 日 場 所 時 開

４月２０囗

佐井中学校前 １０時～１０時５０分

原田地区生活改善センター前 １１時～ｎ時３０分

原田漁協前 １１時３５分～１２時１０分

農業研修センター前 １時～２時

俳娼店前 ２時１０分～３時

４月２２日

竹本建設前 １０時～１０時４０分

川目地区生活改善センター前 １聯 ～ｎ時韵分

三戸ラジオ店前 １時～２時

佐井郵便局前 ２時～３時

４月２即

若山製材所前 １聯 ～１時 節分

千葉商店前 １聯 ～１２時

矢越地区生活改善センター前 １時～１時５０分

本矢越 ２時～２時３０分

牛滝診療所前 ４時～４時５０分

４月２４日

福浦地区生活改善センター前 ９時～扣時

長後滝本商店前 扣時２５分～１聯

磯谷集会所前 １１時１５分～１２時１５分



朝
の
体
操
で食
事
を
お
い
し
く

「
食
欲
か
お
り
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
に
「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
な
ら

三
杯
く
ら
い
は
食
べ
ま
す
」
と
堂

々
と
答
え
て
く
れ
る
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
好
き
な

も
の
な
ら
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
い

う
の
は
、
本
当
の
食
欲
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

食
欲
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
食
べ
物
を
い
っ
で
も
食
べ
た
い

と
思
う
健
康
状
態
の
こ
と
だ
か
ら

で
す
。
さ
て
、
朝
食
で
す
が
、
「
寝
起

き
に
食
欲
な
ん
か
あ
る
も
の
か
」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
に
は
、
朝
の
体

操
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
特
に
肥

満
防
止
の
た
め
に
減
食
中
の
方
は

朝
食
を
豊
富
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
、
夕
食
を
制
限
す
る
だ
け
で
も

ウ
ェ
イ
ト
・
Ｊ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可

能
で
す
。

食

欲

の

な

い

時

こ

そ

し

っ
か

り

食

べ

よ

う

食
欲
が
な
い
時
、
「
少
し
身
体

の
調
子
が
悪
い
か
ら
食
欲
が
な
い

の
も
当
然
だ
」
と
、
食
事
を
控
え

て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
む
し
ろ
食
欲
が

な
い
時
に
こ
そ
、
少
し
無
理
を
し

て
で
も
食
べ
て
お
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

こ
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
注
意
が
身

体
の
調
子
の
狂
い
を
元
に
戻
す
力

に
な
り
ま
す
。
逆
に
食
欲
不
振
↓

栄
養
不
足
↓

身
体
の
変
調
↓

食
欲

不
振
の
悪
循
環
が
、
多
く
の
場
合

軽
い
病
気
を
重
篤
化
さ
せ
て
い
ま

す
。快
食
と
は
種
類
を
た
く
さ
ん
食

べ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

い
わ
ゆ
る

。
良
い
食
品
”

盜
ご
い

食
品
”
な
ど
と
い
っ
か
心
配
は
不

必
要
で
す
。
い
か
に
良
い
食
品
で

も
そ
れ
だ
け
を
食
べ
て
い
る
の
で

は
健
康
は
保
て
ま
せ
ん
。

一
方
、
悪
い
食
品
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
も
、
た
く
さ
ん
の
種

類
の
中
の
一
つ
や
二
つ
で
あ
る
限

り
大
丈
夫
で
す
。
そ
の
意
味
で
食

品
と
薬
は
全
然
違
う
の
で
す
。
し

か
も
、
多
く
の
種
類
の
食
品
を
食

べ
る
こ
と
は
、
食
塩
の
摂
取
を
制

限
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。

春 眠

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
は
ど

う
い
う
二
と
か
と
中
学
生
に
聞
い

た
ら
、
「
受
験
勉
強
か
ら
解
放
さ

れ
て
眠
り
た
い
だ
け
眠
る
こ
と
」

だ
と
答
え
た
子
が
。い
た
と
か
。

笑
え
な
い
話
で
す
ね
。

春
眠
と
い
う
言
葉
は
、
唐
の
詩

人
孟

浩
然

の
詩
に
、

「
春

眠

暁
を
覚
え
ず

、
処

処
啼

鳥

を
聞
く

」
と

あ
る
の

が

出

典
で
す

。

暑
か
ら
ず

、
寒

か
ら
ず

の
、
ほ
ん

わ
か
し

た
春

は

快
い
眠

気

を
さ
そ
い
ま
す
。

俳

句
歳
時

記
（
図

説
俳
句

大
歳
時
記

・
角
川

書
店

）

に
も
春
眠
の
句
が
い
ろ
い
ろ
出
て

い
ま

す
。

「

春
眠

を
む
さ

ぼ
り

て
悔

い
な

か
り

け
り
・

久

保
田

万

太
郎

」
、

「

春
眠
の
身

の
閂

を
皆

外
し

・
上

野

泰
」
、
「

春
眠

や
女
人

に

か
へ

る

尼

の
顔
・
小

川

棄`
風

郎
」

な
ど

い

ず

れ
も

心
地
よ

げ
な

春
眠

を
よ

ん

で

い
ま

す
。

眠

り

と
い
え

ば
、

怖

い
の

は
運

転
中

の

。
春
眠

″
で

す
。

春

は

ド

ラ
イ
ブ

・

シ・
Ｉ

ズ
ン

で

も
あ
り

、

年

度
変

わ
り
で

車
の

往
来

が

激
し
く

な
る

時
期
で

も
あ
る

の
で
、

運
転
中

の

居
眠

り
に

は
注
意

し
た

い
も

の
で

す
。

と
こ

ろ
で

、
春
の

行
事

の

ひ

と
つ
に
四
月
十
八
日
の
「
発

明

の
日

」
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
日

は
、
現

在
の
特

許

法
の

前
身
で

あ

る
専
売

特
許

法
が

公
布
さ
れ
た
日
（
明
治
十
八
年
四

月
十
八
日
）
を
記
念
し

て
、
特
許
制
度
の
普
及

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

昨
今
の
科
学
技
術
の

進
歩
に
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
将

来
、
居
眠
り
運
転
を
防

止
す
る
機
械
が
発
明
さ

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。



自

転

車

－

乗
る
と
き
は
ま
ず
点
検

そ
し
て
交
通
法
規
を
守
る
こ
と
Ｉ

事
例

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
で
事
故

お
父
さ
ん
が
自
転
車
の
（

ン
ド

ル
に
掛
け
た
幼
児
座
席
と
後
部
荷

台
に
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
を
乗
せ

て
下
り
坂
を
走
り
、
歩
道
の
落
差

を
乗
り
き
り
、
向
い
の
歩
道
に
乗

り
あ
げ
よ
う
と
し
た
と
き
、
突
然

自
転
車
が
前
の
め
り
に
持
ち
あ
か

っ
て
、
親
子
三
人
ひ
っ
く
り
か
え

り
、
お
父
さ
ん
は
全
身
打
撲
挫
傷

お
子
さ
ん
た
ち
も
軽
い
ケ
ガ
を
し

ま
し
た
。

自

転
車

は

前

ホ
ー

ク
が

後
方

に

大

き
く

変

形

し
、
ス
ポ
ー

ク
が
二
本

、

つ
け

根
の

穴

の

と
こ

ろ

で

折
れ

て

曲

が

っ

て
い

ま

し
た

。

道

路

の
落

差

は

約
三

〇

セ
ン
チ
あ
り
ま
し
た

。

人
力

で

し

か

動

か
な

い

自

転
車

な

の
に

、

ひ

と

た

び
事

故

を
起

こ

す

と
ケ

ガ
の

程

度
は

あ

な

ど
れ

ま

せ

ん

。
な

ぜ

こ

の
よ

う

な

事
故

が

起

こ

っ
た

の

で

し
ょ

う

。

事

例
で

は

走

行
中

に

ス

ポ

ー

ク

の

開

に
何

か

が

入
り

、

前

輪
を

瞬

間
的

に

ロ
ッ

ク

し

て
し

ま

っ
た

と

思

わ

れ
ま

す

。

荷
台

に

も

子

ど

も

を

乗
せ

、

三

十

セ

ン
チ

の

段

差
を

あ

が

り

お
り

し

よ

う
と

し

た

こ
と

も
事

故
を

大

き

く
し

て
し

ま

っ
た

と

考

え
ら

れ

ま

せ
ん

か
。

も

し

父

親

一

人
な

ら

、

倒

れ

る
と

き

の
力

も
小

さ

か

っ
た

で

し

ょ
う

か

ら

、

ケ

ガ

も

軽
く

て
済

ん
だ
で
し
ょ
う

。

つ
い

で

に

い
え

ば

、

子
ど

も

を
荷

台

に

乗
せ

た

自

転

車

の
三

人

乗

り

は

道

路

交

通
法

違
反

で
す

。

ま

た

、
と

め

た

自

転
車

の

幼
児

座

席

に

子

ど

も
を

乗
せ

た

ま

ま

買

い
物

を
し

た

り

し

て

い

る
親

を

よ

く

見

か
け

ま

す

が

、

も
し

、

自

転

車
が
倒
れ
た
場
合
、
子
ど
も
の
体

重
に
自
転
車
の
重
さ
が
加
わ
っ
た

衝
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
子

ど
も
が
座
席
か
ら
転
落
し
た
だ
け

の
と
き
よ
り
大
き
な
事
故
に
な
る

の
で
、
非
常
に
危
険
で
す
。

○
自
転
車
は
気
軽
な
乗
り
物
で
す

が
、
必
ず
取
り
扱
い
説
明
書
を
よ

く
読
む
こ
と
。ブ
レ
ー
キ
の
か
け
方

を
し
っ
か
り
覚
え
、乗
る
前
に
は
点

検
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
幼
児
座
席
に
子
ど
も
を
乗
せ
た

ま
ま
自
転
車
か
ら
離
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
交
通
法
規
を
守
り
、
正
し
い
乗

り
方
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。（
製
品
安
全
協
会
）

佐 井 村 臨 時 職 員 募 集

次の要領で募集します。

●老人家庭奉仕員

募集人員 １名

年齢条件 １８歳以上５０歳未満

賃 金 ［］］額４，０００円

雇用期間 ６２年４月２１日～

６２年１０月２０日

試 験 囗 ６２年４月１５日

午後１時～

提出書類・履歴書、健康診断書

各１通

申し込みは、４月１０日まで、

役場総務課まで提出ください。

おめでとうございます

第１９７回

全国珠算教育連盟主催

珠算検定試験合格者

四級 坪 谷 絵里子

三 戸 裕紀子

六級 宮 野 達 也

山 口 健 二

七級 根戸内 晴 子

木 部 めぐみ

樋 囗 基 嗣

松 谷 耕 次

八級 原 子 博 文

辻 裕 樹

十級 若 山 美代子

高 橋 沙葉子

く渋田教室）

満１歳になりました

鹿 嶋 佳 恵ちゃふ

（年男・恵久美）
大 佐 井

戸 籍 の 窓 口

３月１３日現在

○お誕生お めでとう

湊谷 聡（弘） 川 目

蒔田 岡り広（正利） 古佐井

和田 育美（和彦） 大佐井

奥本さとみ（悟） 古佐井

貝塚 滋治（春夫） 大佐井

○ご結婚おめ でとう

（高谷 勝弘 む
っ市

田中めぐみ 福 浦

べ田中 昌幸 磯 谷
得地 有５子 青森市

（長島 高則 大佐井
島野 洋子 大佐井

（大坂 信幸 長 後
加藤 芳子 伊勢原市

Ｏ おくやみ申し上げます

荒川 とみ（長夫） 古佐井

柳田 鶴松（清春） 福 浦

１月３１日現在人口（前年比）

男 ２，０１４ （－６）
女 ２，００９ （＋１）

計 ４，０２３ （－５）

世帯数 １，１３０ （－３）
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